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1 号機をモデルとして、燃料燃焼計算、構造材放射化計算および IRID 等による内部調査や事故進展解析等
の結果をもとに、PHITS コードを用いて格納容器内の 3 次元線量率分布を予測した。 
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1. 緒言 

原子力機構では、高度なシミュレーション技術と実測値とを組み合わせて、時々の最も確からしい原子
炉格納容器(PCV)内の線量率分布を評価する手法を開発している[1]。本発表では、この手法を福島第一原
子力発電所(1F)の 1 号機に適用した結果について述べる。 
2. 手法及び結果 

燃料の燃焼計算や炉内構造物の放射化計算などにより得られた核種組成に基づく線源計算の結果と、国
際廃炉研究開発機構(IRID)が H28 年度までに実施した過酷事故進展(SA)解析や内部調査等の研究成果[2]に
基づき、1 号機の炉内状況を模擬した 3 次元プラントモデルを構築した（図１）。現状では、線源の不確か
さが大きいため、線量率分布𝐷𝐷(𝑟𝑟)の計算では、PCV 内に設定した複数の線源（燃料デブリ、放射化物、部
位ごとのセシウム汚染など）に対し、各単位線源による線量率分布𝑑𝑑𝑖𝑖(𝑟𝑟)を粒子輸送モンテカルロコード
PHITS[3]により予め求めておき、時々の最新知見に基づいて推測・更新される線源強度(𝑆𝑆𝑖𝑖 )を用いて、
𝐷𝐷(𝑟𝑟) = ∑ 𝑆𝑆𝑖𝑖𝑑𝑑𝑖𝑖(𝑟𝑟)𝑖𝑖 として評価する。 

本件では、線源強度𝑆𝑆𝑖𝑖を、ロボットによる 1 号機の線量率が実測された 2015 年 4 月（B1 調査）時点に合
わせて線源核種の崩壊計算を行って設定した。更に、これにより得られた𝐷𝐷(𝑟𝑟)と B1 調査によるグレーチン
グ上の線量率実測値とを比較し、実測値を再現するように原子炉圧力容器(RPV)外の SA 解析に基づくセシ
ウム汚染濃度を調整し、図 2 に示す PCV 内線量率分布の推定結果を得た。 

      
図 1 線量率分布計算モデル(PHITS)              図 2 線量率分布予測結果(1 号機 B1 調査時) 
 

3. 結言 
1 号機をモデルとして PCV 内の線量率分布を推定した。現状では、2017 年 3 月に実施された B2 調査[4]

の結果は反映されていないが、図 2 の水中における線量率分布の傾向は、定性的には B2 調査の結果と整合
している。今後、SA 解析コードの高度化や内部調査の進展により、本手法による線量率分布の予測精度も
向上し、1F 廃炉戦略の検討や今後の内部調査の方針決定に貢献することが期待できる。 
なお、本発表は文部科学省の英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業による委託業務として

実施した「プラント内線量率分布評価と水中デブリ探査に係る技術開発」の成果を含みます。  
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